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銘
単
き
♯
２
）

コヽ
》
暮
孝
彩
０
８
Ｉ
昇

３
２
■
７
畜
暮
⑫
専
辮
膿
上
激

・
専
土
珈

ニ
ユ
”
摯
彗
靭
「
Ｃ
Ｖ
ユ
習
草
帽
戦
畢
業

家
軍
事
墓
＞
脚
γ
γ

・
‥
キ
イ
■
Ｉ

ｏγ
）
畢
縁
暴
迎
幸
Ｘ

■ヽ
苗

戦
孝
摯
百
孝
叫
嬌
≫
卑
多
叫
禁
※
コ
専
⊥
珈

アヽ
タ
像
撃
護
響
幸
業
孝
朝
音
蜂
以
卿
華
峰

Ｉ
Ｔ

？ヽ
）
里
⑫
違
葺
禁
業

・
撃
業

・
ｌ
γ

〓

ヽ，
コ
ツ

ｏ
●
孝
η
畢
迎
引
を
Ｆ
Ｉ
Ｗ
利

嶽
Ⅵ
ψ
者
⑦
昇
Ｗ
柳
軍

ヽヾ

７
●
以
ｏ
身
影

縁
￥
Ｉ
⑦
ヨ
像
フ
準
■
普
縁
喜
童
専
７
■
割

夕
孝
■
ヨ
コ
ン
０
以
■
燿
辟
７
期
撃
髪

ｏ９

二
■
２
０
身
≫
多
９
■
ヨ
コ
ン
専

》ヽ
⑫
ツ

多ヽ
７
●
以
■
１
１
井
＋
尋
違
響
γ
目
α
γ

Ｏ
駒
縁
⊥
ｍ
■
⊂
ｖ

利ヽ
以
■
凶
引
喜
尊
瀬

ｏγ
ν
≫
以
マ
ン
以
●
ｃ
コ
軍
ツ
準
撃
窯
⑫
屁

具
禁
業
利
γ
ヾ
―ｌｆ
彰
７
「準
以
骰
■
●
■
●

以
翼
以
ゞ
違
響
幸
業
を
》
＋
６
Ｆ
コ
甲
耐
⑦

コ
孝
上
勤
鸞
専

百ヽ
立
罰
質
と
上
Ⅱ
懇
辮
⊥

珈
利
２
■
７
■
当

ｏ準
〓
ν
ゞ
略
Ｙ
コ
（％
Ｚ

晋
￥
韓
鼎
）
％
％
当
野
濯
⑦
珊
⑫
２
以
■

２

（ヽ％
Ｉ
）
晋
町
濯
而
ｒ
ｍ
亜
黒

（ヽ％
ｚ
）

晋
町
濯
面
平
）
ｌ
ａ
４

２ヽ

６‐
）
晋
野

濯
恥
具
Ｗ

（ヽ％
К
）
晋
晰
濯
而
―
ム
ン
〉
イ

イ
∠

利ヽ
晋
町
濯
１
以
●
鉢
コ
罰
栗
」
ｏ９
●

７
７
７
１
ア
ー
イ
ツ
準
”
等
軍

ヽ̈

■
■

，

■
コ
可
像
コ
孝
γ
則
恥
勤
濯
を
量
劇
騨
雛
⊥

珈

専ヽ
讐

専ヽ
研
キ
専
Ｔ
以
Ｏ
Ｔ
コ
イ
ー
‘

ア
晋
畔
濯
き
０
首
影
７

Ｃヽ
）
ゞ
而
摯
）

Ｇ
≫
●
利
コ
晋
野
濯

以ヽ
γ
町

ｏｌ
●
マ
ツ

Ｔ
引
％
％
⑦
ψ
↓
ゞ
身
〓
ツ
像
Ｒ
》
暮
⑦
じ

当
撃
略
勁
マ
専
上
珈

衡ヽ
繁
以
０
■
「
Ｉ
Ｔ

⑫
乙
峯
利
０
障
⑫
璽
専
７
●
以
■
鴻
普

９ヽ

７
⑦

，

ｏ２
●
以
０
身
７
耐
浬
ヾ
耐
島
畢
業

⑫
ヽ
身
晋
靱
聟

，
２
爆
禁
業
罰
回

０ヽ
年
以

０
身
７
享
８

。
Ｌ
利
靱
寺
儲
士
昇
晋
⑦
ψ
↓

罰
撃
以
暑
剛
多
ル
靱
聟

Ｔヽ
恥
勤
⑦
昇
〓

ｏγ
♀
―ｌｒ
Ｗ
７
「準

準
゛
以
●
多
ヤ
孝
■
具
幸
業
７
■
璽
９
ゞ

数
■
７
０
黎
認
卿
輝
マ
／
κ
血
イ
〓
■

■ヽ

濯
勁
縁
イ
ー
ご
▽
ｕ
繁
Ｗ
き
〓
朧
耳
ψ
引
劇

師
軍

平ヽ
撃

ｏ準
撃
澤
以
ヾ
７
コ
ツ
和
》
百

コ
誓
彰
認
苺
単
⑫
恥
近
籠
⑫
Π
具
禁
業

ｑヽ

マ
ツ
●
以
■
筆
ツ
縁
（Ｌ
準
）
１
１
キ
子
―
ロ

乙
７
具
禁
￥
」
ｏ７
●
以
０
孝
コ
ー
Ｔ
ツ
澤

以
娑
ア
コ
‘
孝
影
引
掛
日

，
２
平
幸
業
Ⅱ
島

⑦
ヨ

―ヽ
鮮
以
■
ル
イ
∠
ｒ
ｒ
ム
利
多
κ
〓

ｌ
Ａ
４
×
禁
業

ｏ７
●
以
■
騨
￥
尋
〃
κ
血

∠
ａ
⑦
ヨ
孝
嶽
漁
韓
銚
と
骰
謝
削
Ｍ
ユ
■
辮

●ヽ
孝
影
認
〆
イ
ｒ
ｌ
血
ィ
ア
幸
※
⑫
コ
孝

曽
Ⅵ
進
醤
童
専

イヽ
ー
ご
Ｖ
ｕ
熙
Ｗ

Ｉヽ
Ａ

ｇ

百ヽ
ψ
キ
普
者
以
■
暮
コ
昇
晋
罰
Ｙ
⑫
２

Ｖ
準
利

，
罰
回

６ヽ
γ
）
コ
シ
≫
６
認
曇
皿

擢
了
具
禁
※
γ
Ｏ
ソ
慟
彗
コ
昇
Ｗ

ｏ７
●
２

７
Ｙ
認
γ
コ
を
―
孝
身
認
董
計
童
専
畢
※
γ

マ
醤
百
像
慟
罰
暮

■ヽ
筆
ツ
認
曇
皿
擢
耐
具

禁
業
７
■
熙
引
衡
７
０
Ｙ

一
昇
Ｗ

９ヽ
０
孝

耐
島
幸
※
⑫
ヶ
日

利ヽ
以
■
回
引
畢
業

・
童

尊
●
孝
■
ぐ
γ
コ
嬰
干
革
日

，
２
ヾ
像

ｏ２
●
以
■
動
コ
ー
■
■
●
一

＋
ρ
Ｔ
等
当
撃
７
■
７
γ
ｌ
Ｖ
縁
瞥
靭
拳
●
一

■
⑦
身
晋

ηヽ
裡
拗
孝
ｖ
ｌ
宰
∠
ｌ
イ
ご
と
●
一

∠
イ
ン
ご
利

，
判
回

ｏＷ
ν
≫
２
γ
準
）
γ
●
一

ヾ
）
マ
Ｃ
Ⅲ
彰
⑫
解
幸
※

マヽ
「準
■
●
以
γ
●
一

畔
慟
護
引
鴻
普
⑫
Ｙ
ユ
ー
＋
●
コ
勤

‘ヽ
■
●
一

ワ
■
♀
￥
軍
尋
聘
平
１
１
ま
手
⑫
γ
ゞ
昇
ヨ
●
一

準
Ｒ
９
孝
普
動
Ｏ
Ｗ

ｏ準
準
●
以
ｏ
９
町
■
●
一

平
真
雖
塁
曇
利
コ
寺
氣

■ヽ
ヽ
Ｙ
ψ
縁
平
■
●
一

当
秦
酢
コ
寺
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｚ
以
■
７
罰
当
推
帷
靭
●
一

２ヽ
０
餃
利
以
音
―ｌｒ
ユ
」
ｏ７
●
以
■
γ
曹
引
●
一

当
コ
⑫
昇
Ｗ
晋
野
躍
師
専
７
引
０
９
孝
量
劇
●
一

襲
沼
⑫
ヨ
孝
当
ｃ
１
４
晋
鯉
￥
０
撃

ｏ２
７
●
〓

，
罰
野
推
韓
難
推
東
⑦
辮
解
Ｙ
薔
⊥
当
―ｌｆ
２
一●
一

２
準
単
孝
￥
撃
０
０
９

以ヽ
罰
当
日
童
ツ
■
●
一

当
姿
認
副
↓
Ｗ
￥
⑫
寓
爵
推
帖
肇
聾
蝶

」■
・■
一

罰
撃
Ｉ
‘
溜
ツ
準
冨
型
コ
燿
畔
単
Ｍ
ｅ
一
●
一

■
諄
畢
業
η
叫
盤
墓
業
■
一

０
暴
晋
撃
膳
躍
９
二
撃
猶
●
一

ｏ
９
阜
↓
鵬
摯
ぐ
０
７
学
９
鬱
ζ
音
筆
７
‘
ｆ
Ｏ
Ｒ

ヽ
９
ぐ
醜
具
華
革

γ
η
Ｒ
罫
日
摯
Ｔ
叩
０
「
０
０
０
Ｆ
拌
彗
撃
０
「
ａ
ｖ

ｏ
絆
竃
予
セ
畔
ｒｌ
聖
ｏ
罰
摯
γ
ｃ
孝
彗
予
ι
４
角
拳
〓
■

「ヽ
秘
彗
子
習
導

輌
戦
畢
半

導
冒
事
ζ
喜
単
尋
墓
＞

脚
γ
γ

ｅ
ｌ
■
ィ
オ

ー
ヽ
η
ド
コ
昇
畢
翠
靡
￥
尋
響
キ
昇
畢
翠
島
露

哺
７
●
２
早
２
聖
聾
予
喜
墓
半
孝
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＋
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Ｆ
「
甲
醜
Ｏ
Ｒ
７
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劇
⊥
勁

ヽ
土
聾
準
尊

と
百
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藁

要
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判
撃
耳
４
鷺

γ
盲
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叶
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⑦
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≫
ｐ
γ
凛
・ｌ
■
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ツ

ユ
η
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⑦
昇
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表1 同院における栄養管理フローチャート

轟が懲
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栄養管理計画書の作成 (7日以内)          |

タアとの連

表2同院の食種と患者への提供数の害1合

絶食17%

経管 5%

たんぱく質

制限
0%

塩分制限 4%

■ 常食 ■ 軟菜食   隋 エネルギー制限食 ■ 肝臓 畿 潰瘍 畿 塩分市J限

魏 透析 □ たんぱく制限 堡 嘩下食   隕 流動 褥 経管 □ 絶食

自力摂取でパワミナ200」 elし をとる
患者の様子

27ヘルスケア・レストラン 201610
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豪:鼈t

ど
に
だ
し
汁
の
代
わ
り
と
し
て

豆
乳
を
用
い
た
献
立
の
提
供
を

開
始
し
た
。
開
始
か
ら
８
カ
月

後
、
１
回
目
の
調
査
で
は
Ｂ
Ｍ

Ｉ
と
Ａ
ｌ
ｂ
値
は
改
善
さ
れ
た

が
、
そ
の
■
力
月
後
に
実
施
し

た
２
回
目
の
調
査
で
は
全
体
の

２０
％
に
あ
た
る
患
者
に
検
査
数

値
に
低
下
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。
「
高
齢
者
に
お
い
て
は
加

齢
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
と
共

に
栄
養
状
態
も
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
陥

る
ま
で
の
期
間
を
引
き
延
ば
す

こ
と
が
新
た
な
課
題
で
し
た
」

と
徳
川
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

フ０
。さ

ら
な
る
栄
養
改
善
を
図
る

た
め
に
は
、
従
来
の
栄
養
管
理

で
は
思
う
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
な
い
と
考
え
た
徳
川
さ
ん
。

「
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
と
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
予
防
を
メ
イ
ン
と
考
え
た

栄
養
管
理
で
す
と
、
マ
ル
チ
な

栄
養
摂
取
よ
リ
エ
ネ
ル
ギ
ー

・

た
ん
ぱ
く
質
強
化
に
特
化
し
た

栄
養
管
理
に
切
り
替
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
特
に

鳴
下
機
能
が
低
下
し
、
日
本
摂

食
嘩
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
会
熙
下
調
整
食
分
類
２
０
１

３
（以
下
、
学
会
分
類
２
０
１

３
）
の
コ
ー
ド
２
１
１
、
２
１
２

に
相
当
す
る
患
者
さ
ん
へ
の
強
化
が
必
要
不

可
欠
で
し
た
矢
徳
川
さ
ん
）。
そ
の
た
め
、
豆

乳
を
使
用
し
た
献
立
を
提
供
し
つ
つ
、
モ
不

ル
ギ
ー

。
た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
の
豊
富
な
栄

養
補
助
食
品
を
プ
ラ
ス
し
て
提
供
す
る
こ
と

に
決
め
、
適
し
た
栄
養
補
助
食
品
を
検
討
し

た
。
だ
が
、
栄
養
素
や
使
い
勝
手
の
点
で
理

想
的
な
商
品
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。
そ
ん
な
な
か
試
飲
し
た
パ
ワ
ミ

ナ
２
０
０
Ｊ
ｅ
ｌ
ｌ
ｙ
（バ
ラ
ン
ス
株
式
会
社
）

は
、
栄
養
面
は
も
ち
ろ
ん
、
味
や
物
性
の
面

で
も
満
足
の
い
く
も
の
だ
っ
た
。
「学
会
分
類

２
０
１
３
の
２
１
１
、
２
１
２
の
物
性
に
合
致

し
て
お
り
、
お
い
し
く
て
飲
み
や
す
い
の
が

非
常
に
よ
か

つ
た
で
す
。
何
よ
リ

エ
ネ
ル

ギ
ー

。
た
ん
ぱ
く
質
の
合
有
量
が
豊
富
な
た

め
、
補
助
食
と
し
て
の
役
割
を
ち
ゃ
ん
と
果

た
し
て
く
れ
ま
す
六
徳
川
さ
ん
）。

パ
ワ
ミ
ナ
２
０
０
Ｊ
ｅ
ｌ
ｌ
ｙ
は
バ
ナ
ナ

風
味
、
い
ち
ご
風
味
、
メ
ロ
ン
風
味
と
３
種

類
の
味
が
ラ
イ
ン
ア
ツ
プ
さ
れ
て
お
り
、
す

べ
て
１
袋

（１
２
０
ｇ
）
当
た
り
２
０
０
Ｍ
、

た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
６
ｇ
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
栄
養
管
理
に
お
い
て
計
算
し
や
す
い
設

計
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
片
手
で
持
ち
や

す
い
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
パ
ウ
チ
を
使
用
し
て

お
り
、
自
力
摂
取
の
患
者
で
も
無
理
な
く
飲

め
る
こ
と
も
魅
力
だ
。

栄
養
部
で
は
パ
ワ
ミ
ナ
２
０
０
Ｊ
ｅ
ｌ
ｌ

ｙ
を
提
供
す
る
患
者
を
①
Ａ
ｌ
ｂ
値
３

・
０

ｇ
／
Ｊ
以
下
、
②
ｌ
力
月
で
３
～
５
％
の
体

重
減
少
、
③
Ｂ
Ｍ
Ｉ
ｌ８

・
５
ｋｇ
／
２ｍ
以
下
、

④
喫
食
量
５０
％
以
下
、
⑤
哄
下
食
を
要
す
る
、

の
①
～
⑤
に
該
当
す
る
患
者
９
名
を
対
象
と

し
て
１
～
３
袋
／
日
で
導
入
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し
た
。
約
３
カ
月
継
続
し
た
と

こ
ろ
、
半
数
以
上
で
Ｔ
Ｐ
、
Ａ
ｌ
ｂ
、
体
重

な
ど
の
改
善
が
み
ら
れ
た
。
「患
者
さ
ん
が
パ

ワ
ミ
ナ
２
０
０
Ｊ
ｅ
ｌ
ｌ
ｙ
を
拒
否
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た
残
す
こ
と
な
く
摂
取
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
結
果
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
看
護
師
か

ら
も
パ
ワ
ミ
ナ
２
０
０
Ｊ
ｅ
ｌ
ｌ
ｙ
を
飲
ん
で

も
ら
う
と
患
者
さ
ん
の
意
識
が
は
っ
き
り
し

た
り
活
動
的
に
な
る
な
ど
の
声
が
挙
が
っ
て

い
ま
す
」
と
徳
川
さ
ん
は
手
応
え
を
実
感
し

て
い
る
。

「今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
で
あ
ろ
う
認
知
症

患
者
さ
ん
に
対
し
、　
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た

栄
養
管
理
は
必
須
で
す
。
そ
の
た
め
、
パ
ワ

ミ
ナ
２
０
０
Ｊ
ｅ
ｌ
ｌ
ｙ
の
よ
う
な
栄
養
補

助
食
品
を
上
手
に
活
用
し
た
栄
養
管
理
が
鍵

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
低
栄
養
状
態
の

患
者
さ
ん
へ
の
介
入
を
も
つ
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